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モダニズムが夢見 たユー トピア

ドイツ田園都市建設の歴史(5)
一 ヘレラウの頂点:祝 祭週間 一

副 島 美由紀

1.ヘ レラウの文化史的布置

ドイツ最初の田園都市である 〈ヘレラウ〉 という現象をなぜ記憶 ・記述す

る意味があるのかを考 えるにあた り,集 約的に以下の3点 を指摘 しておきた

い。

1.田 園都市構想 は,労 働者 コロニ・・一一・や芸術家コロニー,あ るいはジー ドル

ング(集 合住宅 もしくは新興住宅地)建 設その他の生活改革運動 に託された

理想 を総合する形 として19世 紀末のイギ リスに誕生 したものである。イギ リ

スの田園都市であるレッチワースやウェルウィンが順調 に発展 したのに比

べ,ド イツの田園都市建設計画 は世界大戦 によって大 きく阻害 された。ヘレ

ラウのはしか もその発展の経緯がヴァイマール期か らナチス時代 にかけて

次々 と出来 した社会の変化を反映しているという点で,歴 史性 を濃厚に帯び

ている。

2.ヘ レラウの建設 は 〈ドイツ工作連盟〉の進歩的な建築家達の手によるも

のだが,特 に住宅デザインの選定機関 となった 〈建設 と芸術鑑査委員会〉の

働 きもあり,共 同体の景観にはXNヴ ィルヘルム時代 としては類を見ない1"と

言われるような統一感が生 まれることになった。特に 〈ダルクローズ学校〉

として知 られ,ヘ レラウの象徴的建築物 となった リトミック学校の祝祭劇場

は,ハ インリヒ ・テッセノウの最高傑作 として ドイツの建築史上 に名を残す

1Hartmann
,Kristiana,Reformbewegung,in:WernerDurth(Hrsg.),Entwurf

zurModerne,Stuttgart,1996,S.30.
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ことになる。

3.ヘ レラウは 培 楽のペスタロッヂ と呼ばれたエ ミール ・ジャック=ダ

ルクローズ(EmileJaques-Dalcroze,1865-1950)を 招聰 して彼の提唱する

リトミック教育 を住民教育の中心 に据 えた。同時に子供達 に手作業の学習を

課 し,労 働 と芸術活動 を調和させた生活の実現を目指 した。それによってヘ

レラウは本来の田園都市構想の枠 を越 え,後 年駐 日フランス大使 となるポー

ル ・クローデルが 「新 しい人間性の実験場(laboratoired'unehumanit6

nouve11)2」 と呼んだように,〈新教育〉の実践の場 ともなる。 この点において

ヘレラウは,田 園都市 としては数年後 に建設 された〈田園都市 シュターケン〉

や 〈田園都市 ファルケンベルク〉 と,ま た芸術家コロニー としてはヴォルプ

スヴェーデやモンテ ・ヴェリタと性格 を異にしてい る。

以上のように,ド イツ最初の田園都市 として建築史上画期的な存在 となっ

たヘ レラウではあるが,そ の名を最 も効果的に世 に知 らしめたのはやはりダ

ルクローズ学校の存在 とその学校祭である。ダルクローズ学校が年に一度に

開催 した学校祭 は祝祭週間 と呼ばれ,リ トミック教育理論の実践を紹介する

のみならず,オ ペ ラや演劇の リトミックによる芸術的表現 を発表する場で も

あった。特に1913年 の祝祭週間にはヨーロッパ中から舞台芸術 ・文学関係者

が訪れ,爪世界的な成功"と 言われ るほどの文化史的出来事 となった。まさに

ヘレラウの歴史の頂点である。

本論では筆者のこれまでの論文3が 田園都市に関 して紹介 してきた ことに

基づ きなが ら,特 に祝祭劇場 と祝祭週間 とに焦点を当て,そ の理想や後世に

及ぼした文化的影響 について論 じてみたい。

2Lorenz
,Karl,WegenachHellerau,Dresden,1994,S.49.

3副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー ト ピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)～

(4)」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第96～103輯,1998～2002.
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2.ル ・コル ビュジエ と"総 体 と しての芸術作 品"

多 くが 〈ドイ ツ工 作 連 盟 〉 の メ ンバ ー で あ っ た 進 歩 的 な建 築 家 に よ るヘ レ

ラ ウ の建 築 物 の 中 で も,ハ イ ン リ ヒ・テ ッセ ノ ウ(HeinrichTessenow,1876-

1950)に よ る ダ ル ク ロ ー ズ 学 校 の校 舎 は最 も知 名 度 が 高 く,テ ッセ ノ ウ の最

高 傑 作 と も言 わ れ て い る。 こ の建 築 の 価 値 を早 くか ら認 め て い た者 の 中 に,

ヘ レ ラ ウ の 建 設 に 参 加 した い とい う希 望 が 叶 わ な か っ た 若 き 日の ル ・コル

ビ ュ ジ エ が い る 。

1910年,ウ ィー ン とパ リで の修 行 を経 てベ ル リンへ や って 来 た建 築 家 志 望

の シ ャル ル ・エ ド ゥア ー ル ・ジ ャ ンヌ レ(CharlesEdouardJeanneret1887-

1965)は,著 名 な建 築 家 で あ るペ ー タ ー ・べ 一 レ〆ンス の 事 務 所 で働 き始 め る。

直 に ドレス デ ン郊 外 の ヘ レ ラ ウ を訪 れ るが,そ こ に は兄 の ア ル ベ ー ル ・ジ ャ

ン ヌ レが 住 ん で い た 。 音 楽 家 で あ っ た ア ル ベ ー ル は既 に ジ ュ ネ ー ヴ 時 代 か ら

ダ ル ク ロ ー ズ の元 で 学 ん で お り,1909年 ダル ク ロ ー ズ と共 にヘ レ ラ ウ に移 り

住 ん で リ ト ミ ック 教 師 兼 作 曲 家 と して 活 動 して い た 。 彼 はバ ウハ ウ ス の オ ス

カ ー ・シ ュ レ ン マ ー が 《トリア デ ィ ッ ク ・バ レ エ 》 を考 案 す る際,作 曲 面 で

の 協 力 者 とな っ て い る4。兄 の 住 む誕 生 した ば か りの 田 園都 市 に感 銘 を受 けた

シ ャル ル は,両 親 に 次 の よ う に書 き送 っ て い る。「特 に こ この 新 し い もの に魅

了 さ れ て い ま す 。 新 しい絵 画 や 音 楽,文 学 の様 式 に。(_)僕 は探 求 者 を愛 す

る5。」も ち ろ ん 関 心 の 中 心 は建 築 で あ っ た。 ノ イ ・ビー ダ ー マ イ ヤ ー と も言 う

べ き リー マ ー シ ュ ミ ッ トの様 式 に は感 心 し な か っ た が,テ ッセ ノ ウ の 仕 事 に

は強 く興 味 を惹 か れ た 。 ダ ル ク ロ ー ズ 学 校 建 設 の準 備 段 階 で そ の設 計 図 を 目

4Scheper
,Dirk,OskarSchlemmer:dastriadischeBallettunddieBauhausbUh-

ne,Berlin,1988,S.25.こ の 共 同 作 業 は 第 一 次 大 戦 に よ る ジ ャ ン ヌ レ の 帰 国 に

よ っ て頓 挫 し て い る が,1922年 の バ レエ 上 演 に は ダ ル クu一 ズ 学 校 出 身 の ダ ン

サ ー が 参 加 し て い る 。

5DeMichelis
,Marco,HeinrichTessenow,1876-1950:dasarchitektonische

Gesamtwerk,Stuttgart,1991,S.13.
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にした彼 は,テ ッセノウに手紙 を書 き,こ の設計 ・建築作業 に参加 したい旨

を伝 える。が,テ ッセノウは後にル ・コル ビュジエ と名乗 るこの若 き建築家

の協力 を望まず,べ 一レンスの事務所 を辞 めてでも,と 考 えていたル ・コル

ビュジエは落胆する。それでも彼は自分のノー トに 「事実 はと言 うと,テ ッ

セノウとジャック とザルツマンがヘ レラウのために設計 したこの劇場が,時

代の芸術的発展を示す一つの道標になるだろうということだ。」と書 き記 して

いる6。彼 は2年 後 に再びヘレラウを訪れ,完 成 した祝祭劇場 を目にする。そ

れは確かに多 くの人が目を見張る建築だった。周囲を見下 ろすようにして拓

かれた台地の上に建つ この建物 を見て,人 は古代の体育館のようだと言い,

また教会,あ るいはイタリアの修道院のようだとも言った。が,讃 美者 はこ

の建物に,機 能に仕えるテッセノウの意志を見ていた。劇場内の舞台空間を

設計 したア ドルフ・アッピアはダルクローズに宛てて書いている。「この建物

の建築はあなたがそこに芽生 えさせ ようとしている生活の前では後退 しなく

てはならない ということを,テ ッセノウは全 く天才的に理解 したのです。驚

くべ き直観です。誰で もこれほどうまくはできなかったでしょう7。」ダルク

ローズが実現 しようとしていた 黙生活"の 目的 は,ま ず生徒達の身体 をリト

ミック教育 によって肉体的および精神的生命のリズムを感受するものに造 り

変え,そ れによって個々の生の機能を活性化す ること,そ して彼 らの活力全

体 を統合 して集団による感情的 ・芸術的表現を可能た らしめることである。

自らも音楽家を志した ことのあるル ・コル ビュジエ も,劇 場の建築的意味

とダルクローズの リトミック教育 とは不可分のものであることを理解 した。

彼にはR.シ ュトラウスに代表される 「狭量で歪んだモダニズムの音楽」が最

終的には自己解体 につなが りかねないと思えたのに対 し,ダ ルクローズの音

楽8と リトミックは 「単純さと喜び,融 合への希求 と健康への回帰」をもた ら

6ibid .,S.14.
7フ ラ ン ク ・マ ル タ ン

,チ ボ ル ・デ ヌ ス 他 著,『 作 曲 家 ・リ ト ミ ッ ク 創 始 者 エ ミー

ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』 全 音 楽 譜 出 版 社,1977,p.82.
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すように思われた9。そして祝祭劇場の建築 は,そ のような改革の意志 を持 っ

た 「共同体に可視的な表現 を」与えるものだった。新 しいものを作る情熱 と

ギ リシャ建築の古典的明快 さへの回帰願望 との両極間で自分のスタイルを模

索していたル・コル ビュジエにとって,xx禁欲的で簡素"10な 美によって周囲を

瞠目させたテッセノウは,重 要な模範の一人 となった。1913年 にもル ・コル

ビュジエはテッセノウとヘレラウについて書 き記 している。そ こではテッセ

ノウは 「あの教育施設の建設 によって,良 きものと有益なもの との結合 を固

定した」人物であ り,さ らに 「この建築の巨匠はただ一瞬た りとも美 しいも

のを作 ると主張 したことがない。彼は自分が住処 を作ってあげた人々のため

に奉仕 しようとしたのだ。 まさにそれ故,ヘ レラウは様々な箇所で,つ まり

あらゆる尊大さを排除することに成功 している箇所で,と ても美 しいのだ」

という記述が続 く。ル ・コルビュジエには,ダ ルクローズとテッセノウがそ

れぞれ 「、善"と 、有用性"の 時代」の到来 を告 げているかの ように思われた。

そ こでは 「幸福 は有用性 を持ち」,街 は 「総体 としての芸術作品」となる11。

ル ・コルビュジエの見たヘ レラウはその実現可能性 を秘めていた。そこには

「何か天才的なものが誕生するための,芸術家達が総体 としての芸術作品を目

指して前進するための最適な前提条件」がある,と 彼は記 している12。ル・コ

ルビュジエの"ド ミノ・システム"が 発表 されるのは翌年の1914年 であるが,

後年顕著 となる純粋主義に対する彼の志向は,す でに上述のテッセノウ讃美

に表れている。インドはパ ンジャブ州 の新都チャンディーガル市の建設 に

よって1955年 に実現 した彼の都市計画の夢 も,あ るいはヘ レラウとの遭遇 に

よって萌芽 していたのか もしれない。

8リ ト ミ ッ ク 理 論 を 発 表 す る前 の ダ ル ク ロ ー ズ は シ ャ ン ソ ンや ダ ン ス 音 楽 の 作 曲

家 と して 知 ら れ て い た 。
9DeMichelis

,Marco,ibid.,S.14.
10Sarfert

,ibid.,S.25.
11DeMichelis

,ibid.,S.14.
12ibid .,S.14.
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現在,都 市郊外の静かな住宅地 といった風情のヘレラウの町並みを眺める

と,こ の時のル ・コルビュジエの感慨 を追体験するのは容易ではない。しか

し松林 に縁取 られた砂地勝ちの痩せた畑地に一流の建築家の手による住宅群

が一斉 に建ち始 めた当時の状況を思 えば,そ こに新時代が到来 したように思

われたの も無理か らぬことだったろう。しかも"類 を見ない統一感"と 言 う

のは,何 も住宅の景観に関わるだけではなかった。"ヘ レラウ建設 の父"と も

言 うべきカール ・シュミットが経営する家具工場 〈ドイツ ・クラフ ト工房〉

は,も ともと家具だけではな くインテ リア関係の商品 も製作 していた。シュ

ミットが田園都市の建設に着手 したとき,建 築家のヘルマン ・ムテーズィウ

スが多少の椰楡 を込めて「彼の関心はクッションから街作 りまで及んでいる」

と語ったことが伝 えられているが13,確 かにヘレラウでは〈クラフ ト工房〉の

職人および建築家の間に,「衛生学的,社 会的,芸 術的な観点において一致 し

た建設の理念14」が誕生 しようとしていた。従 って 「クッションから街作 りま

ヘ レラ ウ時 代 のアル ベ ール ・

ジ ャン ヌ レ(左)と 弟 のル ・

コル ビュジエ

祝祭劇場
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で」というのは決して誇張ではなかったのみならず15,1919年 ヘ レラウに職人

達の互助組織である「手工業者協会」を作って彼 らの技術 と地位の向上を図っ

たテッセノウにも当てはまる表現であった16。20世 紀初頭あた りか ら建築家

達の問に徐々に浸透 し始め,ヘ レラウの建設によって初めて実現化 された総

合芸術 としての理想的な街作 りの理念は,そ の後バウハ ウスやブルーノ ・タ

ク ラ フ ト工房 で作 られ た ク ッシ ョン(1910頃)と 家具(1912)

ハ イン リヒ ・テ ッセ ノウ

テ ッセ ノウに よ る

掛 け時 計(1910)

13ibid
.,S.16.

14Fasshauer
,Michael,DasPhanomenHellerau,1997,Dresden.S.70.

15Arnold
,Klaus-Peter,VomSofakissenzumStadtebau,Dresden/Basel,1993,

S.95.

16Sarfert
,Hans-J茸rgen,Hellerau:DieGartenstadtundKunstlerkolonieDres-

den,1992,S.132.
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ウ トの思想に引き継がれて行 く。

1908年 に建設が始 まった時に主導的な役割 を果た したの はミュンヒェン

の建築家 リヒャル ト・リーマーシュミットである。その他にヘルマン・ムテー

ズィウス,テ オ ドール ・フィッシャー,フ ランツ ・シュースター等がヘレラ

ウ建設に参加 した。テッセノウは遅れてやって来たかたちではあるが,ヘ レ

ラウの記念碑的建築物 となる作品を残し,そ れは彼の評判 を一気 に高めた。

ル ・コル ビュジエの記述 とほぼ同時期 に,芸 術批評家のカール ・シェフラー

(KarlScheffler)が 次のように書いている。「我々の時代の他の建築家達が野

心 を持って古典た らんとするならぼ,テ ッセノウとその建築は実に密やかに

謙虚な古典 とな り得ている。っ まり,彼 は建築 に対する時代の生 き生きとし

た欲求 を,必 要が美 となる地点,用 途を持って生まれた物がその存在を響か

ムテ ーズ ィウス によ る住 宅 ムテ ーズ ィウス によ るヘ レラ ウの

デザ イ ン

'灘1聾 難 難 泌

リーマーシュミットによる住 宅 フィッシャーによる住 宅 テ ッセ ノウに よ る住 宅
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せる地点まで,探 求したのだ17。」

実際この祝祭劇場 の空間は,時 代の変遷 に伴い赤十字やナチス政府,ま た

ソ連軍によって如何 に転用 されようとも,身 体の活性化に奉仕するというそ

の用途にだけは忠実であり続 けた とも言えるのである。

3.祝 祭 劇 場=フ ェ ス トシ ュ ピー ル ハ ウ ス

ダルクローズ学校 はダルクローズのリトミック教育 の理想 と田園都市創設

者達の理想 とが交差する場であったが,そ の校舎が〈祝祭劇場:フ ェス トシュ

ピールハウス〉 と呼 ばれる背景 には,ダ ルクローズの リトミック構想の原点

が深 く関わっている。

リトミック教育の出発点に関しては,彼 が教えていたジュネーヴの音楽学

院で リズムをうまく体感で きない生徒達がいることに気づいたことが言われ

ているが,ス イスにおける祝祭劇(フ ェス トシュピール:Festspie1)が ダル

クローズに与えた影響 も忘れられるべきではない。ここで祝祭劇 というのは,

19世 紀末から20世 紀初頭 にかけてフランス語圏スイスで開催 された様々な

祭典 における演劇的催 しのことである。スイスではこの頃共同で歴史的再生

を祝 う欲求が高まっていた らしく,多 くの共同体によって歌謡祭のようなも

のから壮大な歴史絵巻の上演に至るまでの様々な形態 によって祝祭が行われ

た。それ らはキリス ト受難劇や神秘劇,あ るいはカーニヴァルにおいて民衆

が合同で劇的な表現 を行 うというスイスの伝統 に基づいてお り,リ ヒャル

ト・ヴァーグナーが 《未来の芸術作品》についての主要な理論的作品をスイ

スにおいて書いたのも恐らく偶然ではない。

ダルクローズはよくこれ らの祭典 に参加 し,大 衆が揃 って演ずる時の 「絶

大な力」に感銘を受けた と語 っているが18,彼 自身 もい くつかの祝祭 に作曲家

17ibid .,S.16.

18『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク創 始 者 エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』
,p.53.
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として関わることになる。まず1896年,ジ ュネーヴで開催されたスイス全国

博覧会の際,彼 の作曲した祝祭劇 『アルプスの詩』が500名 の参加者によっ

て演 じられた。郷土愛 と労働 を讃えたオラトリオ風作品で,翌 年にはロンド

ンで も上演 されてダルクローズをスイス第一級の作曲家の地位 に押し上げた

と言 う19。また1903年 にローザンヌでヴォー州独立祭が開催された時,1800

人がダル クローズの創作した歴史音楽劇 『ヴォー州 フェスティヴァル』を演

じて大成功 を収めた。特にこの時の上演にはパ リの演出家フィルマン ・ジェ

ミエが振 り付 けを担当した。ジェミエは後 にフランス国立大衆劇場 を設立 し

て"演 劇の改革者"と 呼ぼれた人物で,「 あらゆる民族 を迎えて,青 空の下で

演 じられ る荘厳にして崇高なる古代演劇」を理想 としていた20。ジェミエとの

共同作業はダルクローズに大 きな示唆を与 え,「身体の動 きと,空 間 と時間に

おける変化 との関係について根本的に学ぶ機会21」となった。ダルクローズは

自分の芸術 に 「動 き」を組み入れることを決意し,音 楽学院の授業で生徒 と

「ステップを踏む」ことを始める。この時ダルクローズが想起 した リトミック

の理想は次のように要約できるだろう。 まず 「音楽」「運動」「詩」の三位一

体が可能になること,ま た個人がその感情や傾向を表現すると同時に集団と

してもそれを表現すること。彼は祝祭劇において見出される階級的平等性を

愛 し,リ トミックにも共同性を求めた。リトミックによる祝祭劇によって「音

楽」「運動」「詩」の結合が可能になるとしたら,そ れは彼自身の言葉による

と 「群衆の感情表現に基づ く未来の芸術様式22」になるはずであった。

1906年,舞 台美術家のア ドルフ ・アッピア(AdolphAppia,1862-1928)

がジュネーヴでダルクローズに出会 った時,二 人の芸術観は強 く呼応し合っ

て生涯の強力関係が生 まれる。ゴー ドン・クレイグ と並んで20世 紀 を代表す

る舞台装置家 と言われるアッピアは,音 楽家 になるための教育を受 けなが ら

エ9ibid
.,p.185.

20ibid
.,p.55.

21ibid
.,p.56.

22ibid
.,p.354.
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もバイロイ トで見たヴァーグナーのオペラにひどく失望 し,以 来演出の改革

に全精力を捧 げようとしてきた人物である。 しかし実際家 というよりは理論

家で,ヘ レラウの舞台 を製作するまでは演出に関する数冊の著書によって知

られていた。 リトミックとの出会いはアッピアの理論に具体的なビジョンを

与え,彼 の創造力を解放する糸口となった。彼 は 「芸術 を一部のエリー トか

ら解放 して民衆の手に返す」 と同時に演劇芸術 を一つの総合芸術にしたい と

考えていた。そこでは演劇ホールはサーカスにおけるような公正な社交場 と

なり,「昔の教会におけるが ごとく,人 々が議論で きる」ような場 となるべき

だった。「こうして劇場 はひ とつの生活の場 となり,(...)人々が話 し合 える最

初のサロン23」になるべきと思われた。アッピアとダルクローズは共に民衆の

ための総合芸術の場,リ トミックによる祝祭劇を行 う劇場空間を夢想 してい

たが,1910年,そ れを実現 させる機会が訪れる。

一方ヘ レラウにおいて も階級的平等性 は重要な概念だった。ヘレラウの目

的はそもそも労働者 に良質の住環境を提供することであり,一 戸建ての邸宅

でさえ経済力をつけた将来の労働者のためにと考えられていた。上述の 「新

しい人間性」教育の対象は労働者 の子供達であり,ヘ レラウではダルクロー

ズ学校の寄宿生のみな らず子供達全員にリトミックが教えられた。ペテルス

ブルグの帝室劇場支配人であったヴォルコンスキー伯爵の回想 によると,ダ

ルクローズ学校を初めて見学 した際,労 働者の子供達が リトミックを学んで

いるのを見て彼が驚いていると,校 長のヴォルフ・ドールンが傍 らで 「全 く,

何 という未来 の人だろう!」 とつぶやいていた と言 う24。1912年7月21日 付

けの 「ベルリン日報(BerlinerTageblatt)」 はバレエ ・リュスのメンバー達

の高貴な自然児ぶ りを讃 えた後で,ヘ レラウについてこう書いている。「ここ

ヘレラウで起 こっていることはひ ょっとしたらもっと喜ぼしいことか も知れ

ない。何故ならこの子供達はもっと我々に近いか らだ。我々の直中か ら出た

23ibid .,p.109.
24ibid .,p.91.
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ものであ り,我 々その ものであり,明 日の我々 自身だか らだ25。」また,ア プ

トン・シンクレアもピュー リッツァ賞受賞作品 『世界の終わ り』26の中で 「新

しい人間性」に対す るヘレラウの希望を代弁 している。「いずれ必ずヘレラウ

の子供たちの中から未来のオルフェウスが現れ,人 々の感覚 を魅了 し,精 神

を鼓舞 し,貧 欲や憎悪の嵐 を鎮めるだろう。(_)ダ ルクローズ学校の富裕階

級の生徒たちは,工 場地区である郊外の労働者たちの子弟 と肩を並べて一緒

に踊っているではないか。ミューズの神殿の中には階級 も国民 も人種 もない。

あるものはただ,美 と歓喜の夢 を抱いた人間性のみである27。」

エ ミ ー ル ・ジ ャ ッ ク

=ダ ル ク ロ ー ズ ア ドル フ ・ア ツ ピ ア

ダルクローズ学校と子供達 ヘ レラ ウの〈子 供祭 り〉(1912)

25Lorenz
,ibid.,S.97.

26Sinclair
,Upton,World'send,NewYork,1940.

27Sinclair
,ibid.,p.5.
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この頃欧米では 〈新教育運動〉が起 こってお り,フ ランスの教育改革者 ド

モラン,ス ウェーデンのエレン ・ケイ,ロ ーマのモンテッソリ,イ ギ リスで

は 〈ボーイ・スカウ ト〉のベイデン=パ ウエル,ア メリカのJ.デ ューイ らが

児童中心主義的あるいは自主的活動重視の教育実践をほぼ同時期に始 めてい

た。 ドイツにおける同様の試みとして知 られ るゲオルク ・ケルシェンシュタ

イナー(GeorgKerschensteiner)の 〈労作教育〉や,ヘ ルマン・リーツ(Herman

Lietz)の 〈自由学校〉もや はりこの時期 に始 まっている。ヘレラウは当初 リー

ツの後継者にあたるパウル・ゲヘープ(PaulGeheeb)の 〈自由学校〉招致を

考えていたが,こ れ らの 〈新教育運動〉にはヘレラウの望んだ 〈芸術〉が欠

けていた。すると1909年 にダルクローズの リトミック講習会が ドレスデンで

行われ,ヘ レラウのオーガナイザーであるヴォルフ ・ドールンの考 えを変え

た。彼 はア ッピアの劇場構想をもす ぐに感激 を持 って理解 し,す ぐにドレス

デン王立劇場支配人 のゼーバッハ伯爵を長 とする 〈リトミック学校設立委員

会〉を作 って資金 を調達する。 こうしてヘレラウはダルクローズ とアッピァ

の夢に構築物を与 え,ダ ルクローズはヘレラウに住む労働者の子供達 に音楽

とリズムの喜びを与 え,後 世 には祝祭劇場の建物が残されることになる。

4."世 界が ヘ レラウに 目を注 ぐ"

ダ ル ク ロ ー ズ 学 校 は 正 式 名 を 〈ジ ャ ック=ダ ル ク ロ ー ズ 教 育 施 設(Bil-

dungsanstaltJaques-Dalcroze)〉 と言 い,ま ず は ドレ ス デ ンの 旧議 事 堂 を仮

校 舎 と して1910年 に 開校 し た。生 徒 は ジ ュネ ー ヴ か らダ ル ク ロー ズ に従 っ て

や っ て き た45名28を 含 め約100名,校 長 は ヘ レ ラ ウ共 同 体 の 牽 引 役 で あ る

ヴ ォ ル フ ・ドー ル ンで あ る。 こ の年 に は ドイ ツ の モ ダ ン ・ダ ンス の理 論 開 拓

者 と言 わ れ る ル ドル フ ・フ ォ ン ・ラバ ン(RudolfvonLaban,1879-1958)

が ミュ ン ヒ ェ ンで 舞 踊 学 校 を開 き,ま たR.シ ュ タ イ ナ ー は オ イ リュ ト ミー の

2815人 と い う説 も あ る
。
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創始 とその劇場 となるゲーテアヌム構想 に着手 している。ダルクローズ学校

の校舎である祝祭劇場は1911年 の秋には完成し,その周囲に生徒達の下宿す

るペ ンションや宿泊施設,中 庭 には日光浴場,校 内に12の 教室 と食堂,図 書

室,浴 室等を備 えた一大教育施設が誕生 した。教室には1時 間に5回 空気を

循環 させる空調設備があった と言 う29。

アッピアが設計 した劇場空間には固定 された舞台はなく,60の 可動式階段

があってそれを様々に組み合わせることができた。後に自分の戯 曲が ここで

上演 されることになるポール ・クローデルが このi舞台を詳細 に説明する文を

書いている。「ヘレラウのホールが 目指しているのは,バ イロイ トのようなサ

ロンでも殿堂でもな く,非 常 に広 くて造形的な手段 によって,芸 術家に必要

な素材 を提供することだ。(...)舞台は決 して固定 されていない。それは動 く

諸要素から構成 されており,そ の形は三次元の形 をとっている。 この諸要素

はお互いにはめ込む と直方体 になるようにできてお り,あ らゆる可能な組み

合わせ を選ぶ ことによって露台にも,壁 にも,柱 にも,階 段 にもなるのであ

る。数分のうちに,昔 の聖史劇 の舞台 さなが らに,い くつもの階をもっ舞台

を作ることができる。その形,高 さ,奥 行 きを思うが ままに変えることもで

きる30。」しか も舞台 と客席の間には明確な仕切 りがな く,観 客 は幕間には

ホール と舞台 との間を自由に行き来 して舞台の様子を見 ることができた。

そしてア ッピアの舞台芸術理論にとって決定的な役割を果たす照明装置を

担当 したのが,ミ ュンヒェンで画家兼舞台美術家 として活躍 していたグルジ

ア生 まれのアレクザンダー・フォン・ザルツマン(AlexandervonSalzmann)

である。アッピアの意図を理解 したザルツマンは,「光が自由に漂い,音 と同

じように動き,音 と同じように抽象的で瞬間的なもの となる」ような装置を

考案 した。先のクローデルの文章を引用 しよう。「天井には,動 くフィルター

がびっしりと配置され,さ なが ら一連の投光器 となっている。これ らの投光

29Sarfert
,ibid.,S.58.

30『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク 創 始 者 エ ミ ー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』
,p.83,84.
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器が動 くと,光 は望むが ままに透明にもなり,影 に もなり,ど んな明 るさで

も作 り出す ことができるのである。俳優 をぺ しゃん こにして背景の布に張 り

付けてしまうあのフットライ トの野蛮な光に代わって,一 種の乳液状の環境,

楽園のごとき雰囲気が作 られたのである31。」ザルツマンはxx光 の魔術師"と

祝祭劇場の舞台 校 舎 内 シャ ワー室

校舎 内 フ ロァ

校舎内:練 習室

校舎内=図 書室
1912年 の学校 祭 《オル フ ォイ

ス》 の第2幕
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も呼ばれるようになり,ヘ レラウの住人 となって 〈ドイツ ・クラフ ト工房〉

の生産 にも芸術面で協力 した。ダルクローズ学校の校章 として後者の正面壁

に穿たれた陰陽巴を選んだの も彼である。

1912年6月,第1回 の学校祭が開催 された。それは生徒達の芸術性を高め,

彼 らの活力を総合する機会であると同時に学校 にとっ.て宣伝活動を伴 った興

行的な催 しで もあ り,ダ ルクローズの作 曲によるパ ン トマイムやバ ッハや

べ一 トーベンの曲に振 り付 けた リトミックの舞踊作品が披露された32。ダル

クローズのリ トミック教育 はそもそも1906年 頃か らジュネーヴ以外のヨー

ロッパの諸都市で紹介され始 め,徐 々に音楽 ・舞踊関係者の関心を集 めるよ

うになっていた。よってヘレラウの学校祭にはこれを機会 にリトミック教育

の実践 を見学 しようとするヨーロッパの文化エ リー ト達が多 く訪れ,学 校祭

はまさに祝祭週間 となった。この時一番の意欲作はCW.グ ル ックのオペラ

《オルフェウス とエウリディケ》第2幕 の上演で,観 客の一人,ア ウグス ト・

ホルネッファーはその時の印象を次のように記 している。「観客に明かされて

いるのは,空 間の感覚,光 の力,生 命を得て見えるもの となった音楽であ り,

我々が用いる最 も完全な楽器である肉体の美 しさである33。」第1回 の学校祭

は子供 も含めて250名 が参加 し,2週 間の問に約4000人 もの観客が訪れて成

功裏に終わった34。

さらにヘレラウの名声 を高めたのが,1913年 の第2回 学校祭である。この

年ダルクローズ学校の生徒数は約500に 達 してお り,しか も彼 らは14力 国か

ら集 まってきた極 めてインターナショナルな集団であった。2年 目の祝祭週

間には2つ の主要演目があった。 まず前回2幕 のみが上演 されたオペ ラ 《オ

ルフェウスとエウリディケ》 の全幕上演で,ド イツでも最初の完全上演の試

31ibid .,p.83.

32ダ ル ク ロ ー ズ の 「ナ ル シ ス とエ コー 」,バ ッハ の 「フ ー ガ とイ ン ヴ ェ ン シ ョ ン」,

べ 一 トー ベ ン の ピ ア ノ ソ ナ タ 「熱 情 」 か ら ア ダ ー ジ オ 等 で あ る 。

33『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク創 始 者 エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』
,p.92.

34Fasshauer
,ibid.,S.177.
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み で あ る。 また,ポ ー ル ・ク ロー デ ル の戯 曲 《マ リア へ の お 告 げ》 が,演 劇

作 品 と して プ ロ の俳 優 を 交 え て 上 演 さ れ た 。 そ れ は リ ト ミッ ク 作 品 で は な

か っ た と は言 え,ヘ レ ラ ウ の芸 術 家 コ ロ ニ ー が 世 に 問 うた 自信 作 だ っ た。《マ

リア へ の お 告 げ》 は ク ロ ー デ ル が 故 郷 タ ル ドノ ア の 口碑 を基 に し て書 い た 中

世 風 奇 跡 劇 で,〈 ヘ レ ラ ウ出 版 〉 を 興 した ヤ ー コ プ ・へ 一 グ ナ ー が 自 ら翻 訳 し

て 出 版 し,こ の翻 案 に は賛 否 両 論 が あ っ た もの の,例 え ば トー マ ス ・マ ン は

『非 政 治 的 人 間 の 論 考 』 の 中 で
,「 フ ラ ンス と ドイ ツ の 共 通 の芸 術 的 形 而 上 学

的 財 産 」 が 感 じ られ る例 と して 《マ リア へ の お告 げ 》 を挙 げ,「 こ こ久 し く,

これ ほ ど強 力 な文 学 的 一 お よ そ芸 術 的 な印 象 を 受 けた こ とが な か っ た 」 と

記 し て い る。 ま た へ 一 グ ナ ー の 仕 事 を 「へ 一 グ ナ ー の 翻 訳 が,ど の 程 度 まで

原 作 の効 果 を伝 え て い るか,人 々 は気 づ い た ろ うか?」 と賞 讃 し,さ ら に リ

ヒ ャル ト ・デ ー メ ル が 作 品 の読 後,翻 訳 者 に宛 て て 「これ を 前 にす る と精 神

の 知 っ た か ぶ りは こ と ど と く沈 黙 して し ま い,た だ 魂 が 息 を殺 して 見 入 る ば

か りで す 」 と書 き送 った 話 を 紹 介 して い る35。 上 演 の 際 に演 出 を担 当 した の

は,ヘ レ ラ ウ芸 術 家 コ ロ ニ ー の 作 家,エ ミー ル ・シ ュ トラ ウ ス だ った36。

こ の時,人 口1900人 の村 落 は5000人 もの,し か も多 くは著 名 な 訪 問 者 を

迎 えた 。 ロ シア か ら訪 れ た の はS.ラ フ マ ニ ノ ブ,1.ス トラ ヴ ィ ンス キー,K.

ス タニ ス ラ フス キ ー,当 時 メ イ エ ル ホ リ ドを擁 して い た ペ テ ル ス ブル グ帝 室

劇 場 の ヴ ォル コ ンス キ ー,S.デ ィ ア ギ レ フ,V.ニ ジ ン ス キ ー,国 内 か ら はザ

クセ ン王 家 の 皇 子,マ ッ ク ス ・ラ イ ンハ ル ト,ゲ ア ハ ル ト ・ハ ウ プ トマ ン,

エ ル ゼ ・ラス カ ー=シ ュ ー ラ ー,マ ル テ ィ ン ・ブ ーバ ー,オ ス カ ー ・コ コ シ ュ

カ,加 え て イ サ ドラ ・ダ ンカ ン,ジ ョー ジ ・バ ー ナ ー ド ・シ ョ ウ,ア プ トン ・

シ ン ク レ ア,シ ュ テ フ ァ ン ・ツ ヴ ァイ ク,フ ラ ン ツ ・ヴ ェ ル フ ェル,R.M.リ

ル ケ とル ー ・ア ン ドレ ア ス=ザ ロ メ,ア ン リ ・ヴ ァ ン ・デ ・ヴ ェル デ,ボ ー

35Mann
,Thomas,BetrachtungeneinesUnpolitischen,FrankfurterAusgabe,

FischerVerlag,1983,S.404-406.

36Fasshauer
,ibid。,S.177.
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ル ・クローデル37,ダ リウス・ミヨー,エ ルネス ト・アンセルメ,ま たフラン

ス大使やインゼル出版社の社主夫妻等々,一 部 を列挙するだけで もこの祝祭

週間が如何に芸術家達の関心を呼んだかが伺 える。

すべてが 培 楽より過剰 にならない38"こ とを旨 として演出された 《オル

フェウス とエウリディケ》,ま た 《マ リアへのお告げ》にも共通す る質素な衣

裳 と白いカーテンへの投光照明だけを使ったi舞台美術,こ れ らの象徴的で精

神的な意匠は,ゼ ンパーによるオペラ座のネオ ・ルネサンス式装飾やマック

ス ・ラインハル トの華麗な演出を見慣れた目には,、挑戦的なほど純粋主義

的39"に映っただろう。批評家達はその困惑を複雑 に表現 しなが らも概ねヘレ

ラウに対 しては好意的で,次 のような評 を残 している。「裁定を下すには時期

尚早であるが,(_)こ れは否定 し難い誠実な不断の試み,進 歩に向かうヘレ

ラウの努力であ り,最 も頑固な否定論者でさえ注 目すべ きものである40。」「改

革の試み として最初に演 じる演目としては,グ ルックがオペラの改革 を目指

して作 った この作品ほど適切 なものはなかったろう。今 日で も通用するこの

音楽劇の規範は(_)ヘ レラウにおいて初 めて実現 した41。」「ミュンヒェンの

芸術劇場が貫徹できなかったもの,マ ックス ・ラインハル トが努力 しても果

たせずにいるもの,こ こで幸運な試み となったもの,そ れは記念碑的な演劇

である42」等である。より自由にものが言える芸術家達の評価 は割れた。E.ア

ンセルメは 「行 きは野次馬だが帰 りは巡礼者になる43」と評 し,ア プ トン・シ

ンクレアは 《オルフェウス》への反応 について 「喝采の嵐が劇場を揺すぶっ

37後 に 駐 日 及 び 駐 米 フ ラ ン ス 大 使 と な る クn-一 デ ル は
,こ の 時 ハ ン ブ ル ク の 領 事 館

に 勤 務 し て い た 。

38Lorenz
,ibid.,S.30.

39Schneider
,Detlev,Grenzuberschreitungen,in:DresdnerHefte,Jrg.15,Heft

51,Dresden,1997,S.57.

40Lorenz
,ibid.,S.28.

41ibid
.,S.30.

42ibid
.,S.31.

43『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク 創 始 者 エ ミ ー ル ・ ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』
,p.92.
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た。男 も女 も立ち上が り,新 しい芸術表現の告知に対する感動 を示した44」と

書いた。祝祭週間 を体験 して27年 を経たあとに発表 した小説『世界 の終わり』

において,シ ンクレアは主人公を高揚感に満ちたヘレラウで育った幸福 な子

供 として描いている。G.B.シ ョウも 《オルフェウス》を 「グル ックの作品上

演の中で も最高の出来の一つ45」と評 しているが,テ オ ドール・ホイスは疑問

を感 じて狼狽 した46。また《マ リアへのお告げ》を見た原作者のクローデルは

すっか り感動 し,「わたしが劇場 で正真正銘の美を見たのはこれが初めてで

す」と複数の知人 に書 き送ったが47,リ ルケは手厳 しく,こ の「喧伝 された実

験室」がただの 「光の試験管」に終わってしまい,「ヘレラウの人々 は大 きな

子供のように自分たちが理解していないことに関わっている」「ああ,も っと

現実的な ものを見 に行けばよかった……」と嘆いた48。ドビュッシーに至って

は,ニ ジンスキーが自分の音楽を基に作品 《遊技》を振 り付けたことを知 り,
　 　 　 　 　 　 　

友人に次ぎのように書き送っている。「愚劣なことです!ダ ルクローズ流だ

と言って もよいでしょう。というのも,わ た しはダルクローズ氏が音楽 に対

する最悪の敵の一人 だと考 えているからです!ニ ジンスキー という若 い野

蛮人の心に彼の方法が どんな害悪を及ぼしたか,あ なたには想像がっ くこと

と思います49。」

ともあれ,リ トミック理論の実践方法を確かめに行 くにせよ,建 築 と舞台

の目新 しい造型 を見 に行 くにせよ,多 くの文化人達がヘレラウを訪れねばな

らない と考 えて実行 し,結 果 として祝祭週 間は 黙世界がヘ レラウに目を注

ぐ50"と 言われた文化史上の出来事 となった。 この年1913年 にはイサ ドラ・

ダンカンがベル リンでさしあたっての最終公演を行 っているが,バ レエ・リュ

44Sarfert
,ibid.,S.32.

45ibid
.,S.32.

46『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク 創 始 者

47ibid
.,p.93.

48Sarfert
,ibid.,S.111,112.

49『 作 曲 家 ・ リ ト ミ ッ ク 創 始 者

50Sarfert
,ibid.,S.40.

エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク;ダ ル ク ロ ー ズ 』,p .87.

エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』,p .91.
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スとアンナ ・パブロヴァの舞踊団は大巡業で同時に世界 を巡ってお り,ラ バ

ンが ミュンヒェンか らアスコーナのモンテ・ヴェリタに移って舞踊塾を開き,

前年初めてオイ リュ トミーを上演 したシュタイナーはスイスのドルナッハに

第一ゲーテアヌムを建てている。 ドイツの空気が舞踊熱 を帯びていた時代で

あった。

1913年 の 《オル フ ォイス》

祝 祭 週間 の劇 場 と訪問 客(1913)

1913年 の 《オル フォイ ス》

《マ リアの お告 げ》の 舞台

塾
ヘ レラ ウ を訪 れ たア ンナ ・

パ ブ ロヴ ァとバ レエ団
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5.祝 祭週間の反響

しか しヘ レ ラ ウ の リ ト ミッ ク教 育 と祝 祭 週 間 に出 現 した 革 新 的 な芸 術 表 現

は短 期 的 に話 題 に上 っ た だ けで は な く,世 界 の音 楽 教 育 及 び 舞 台 芸 術 に様 々

な影 響 を与 え た 。まず 何 よ り も20世 紀 のi舞踊 界 に及 ぼ した 影 響 と して,ダ ル

ク ロ ー ズ の教 え を受 け た最 も有 名 な"弟 子",ニ ジ ンス キ ー とバ レエ ・リュ ス

を の例 が 挙 げ られ るだ ろ う。 ニ ジ ンス キ ー は1912年,バ レ エ ・リュ ス の ドレ

ス デ ン公 演 の 際 デ ィ ア ギ レ フ と共 に ヘ レ ラ ウ を訪 れ,リ ト ミッ ク の教 え を受

け る。 そ の時 知 り合 っ た教 師 の一 人 で 後 に マ リー ・ラ ンバ ー トと名 乗 る ミ リ

ア ム ・ラ ンベ ル ク(MarieRambert,1888-1892)が バ レエ ・リ ュ ス の リ ト ミ ッ

ク教 師 役 とな り,彼 女 との共 作 に よ り 《春 の祭 典 》 が 出来 上 が る。 また 前 述

の ニ ジ ンス キ ー の 《遊 技 》 は,確 か に 彼 が ダ ル ク ロー ズ の 思 想 を実 践 し よ う

とし て創 作 し た もの だ と言 わ れ て い る 。 ポ ー ラ ン ド人 の ラ ンバ ー トは そ の 後

イ ギ リス に亡 命 して ロ ン ドンで 〈ブ リテ ィ ッ シ ュ ・バ レ エ 〉 を創 設 し,イ ギ

リス ・バ レエ の先 駆 者 とな って ア ン ソニ ー ・テ ユー ダ ー ら を育 て て い る。

ドイ ツ表 現 舞 踊 の 象 徴 的 存 在 と して ドイ ツ の舞 踊 史 に お け る最 も重 要 な 芸

術 家 で あ り,日 本 の モ ダ ン ・ダ ン ス に も影 響 を与 え た マ リー ・ヴ ィグ マ ン

(MaryWigman,1886-1973)は,ヘ レ ラ ウの ダ ル ク ロー ズ学 校 の第 一 回 卒 業

生 で あ る 。 卒 業 後 す ぐに教 師 と し て母 校 で 教 え始 め るが,突 出 した 独 自の 表

現 力 を持 っ て い た彼 女 は リ ト ミッ ク に飽 き足 らず,同 僚 の ス ザ ン ヌ ・ペ ロ テ ッ

ト と共 に ラ バ ン を頼 っ て モ ンテ ・ヴ ェ リタ に赴 く こ とに な る 。 また,ダ ル ク

ロー ズ 学 校 か らヴ ィ クマ ン の学 校 を経 由 して 渡 米 し,《 キ ス ・ミー ・ケ イ ト》

や 《マ イ ・フ ェ ア ・レ デ ィ》 等 の ミュ ー ジ カ ル を 作 っ た ハ ン ニ ャ ・ホ ル ム

(HanyaHolm,1893-1992)は さ ら に ア ル ヴ ィ ン ・エ ・fリー(AlvinAiley,

1931-1989)等 を教 え て い る。 ダ ル ク ロー ズ学 校 は他 に もル ドル フ ・ボ ー デ,

ゲ ル トル ー ト ・フ ァル ケ,ヴ ァ レ リア ・ク ラ テ ィー ナ 等 の ダ ンサ ー を輩 出 し

て は い る が プ ロ の舞 踊 家 を育 て る こ とが そ の 目的 で はな く,「生 徒 を ほ ぼ全 員

育 成 し,そ の エ ネ ル ギ ー の集 合 が 舞 踊 ・演 劇 の 土 壌 を準 備 した51」 と言 わ れ る



ヱ44 人 文 研 究 第105輯

ように,音 楽 ・リトミックの教師,俳 優,演 出家 として活躍する人材を育て

た ことこそその功績 として評価され るべきだろう。

音楽教育や身体訓練の方法 としてのリトミックの普及にもヘレラウは大 き

な役割 を果た した。1910年,ペ テルブル クの帝室劇場支配人ヴォル コンス

キーがベル リンを訪れた折 り,ダ ルクローズの噂 を聞 く。すぐにドレスデン

に赴いて仮校舎での授業を見学した彼 は,以 来使命感 に打たれたかのように

ペテルブルク,モ スクワ,リ ガにリトミック学校を開き,ダ ルクローズを巡

回公演に招いてロシアにおける リトミックの伝道師 となる。ヴォル コンス

キー自身は革命後パ リに亡命 したが,リ トミック教育 はソ連時代 にも継続 し

て行われ,オペ ラ歌手や俳優 など舞台芸術家養成の方法 として も応用 された。

ロン ドンにヘ レラウの分校 とも言 うべきリ トミック学校 を作ったのはパー

シー ・B.イ ングァム(PercyB.Ingham)で,彼 の父親が既にジュネーヴで

ダルクローズのレッスンを受けてお り,自 分が関わるロンドンの学校でリト

ミック教育 を実践 していた。息子のパーシーは1911年 にヘレラウを訪れて学

院を見学するとその翌年イギリスでダルクローズ ・リトミックの巡回公演を

組織 し,イ ギリスの音楽家や教育家達にその理念を広めた。G.B.シ ョウもこ

の時初めてリトミックの実技を見学している。イングァムが1913年 に設立 し

たダルクローズ ・リトミック ・ロンドン学院は翌年には900人 もの生徒を抱

える組織 とな り,リ トミックの発展にとって重要な布石を成 した。

ドイツで俳優養成の方法 として最 も早 くリトミック取 り入れた演劇人の一

人がマックス ・ラインハル トである。実はダルクローズの巡回講演 を最 も早

く,最 も熱狂的に受け入れた都市はベル リンであ り,ラ インハル トは1910年

から自らの率いる くドイツ座〉の俳優達にリトミック講習を課 している52。

ヴォル コンスキーと共 にヘレラウを訪れ,数 ヶ月学校 に滞在 した ジョル

51ibid .,S.58.
52Bablet ,Misolette,DermusikalischbesetzteGestus-AdolphAppiaund

Jaques-DalcrozeinHellerau,in:DresdnerHefte,Jrg.15,Heft51,Dresden,
1997,S.61.
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ジュ ・ピトエフは,ヘ レラウで身につけ後の舞台活動 に役立てた 「新 しい感

覚」について次ぎのように語っている。

「理解される必要があるのは,ダ ルクローズは,身 体の中に新 しい要素 を何

一つ作 り出しているのではないと言うことだ。彼はその要素を混沌 とした身

体の動 きの中に見つけだ し,そ れを明確化 し,そ れに訓練を施すことによっ

て,人 間の意志 と思考 に従 うような顕在物 としているのである。 この要素 は

我々が持って生 まれた才能である。しかし我々が しばしば知 らないままでい

る才能なのだ。ダルクローズはそれを見つけ,そ の感化力 と効力に気づ き,

それに存在 を与えるという魔術 を成し遂げた人なのだ53。」彼はその後パ リへ

出て劇団活動 を始めるが,1923年 にピランデルロの 《作者 を探す六人の登場

人物》によって大成功 を収 め,フ ランス語圏におけるチェーホフや トルス ト

イの戯曲の紹介によっても重要な役割を果たした。

ダルクローズ,ア ッピア,ザ ルツマンの共同作業が後世 に与えた影響 とし

て指摘すべ きは,ア ッピアが考案 した水着のような簡素なコスチュームが以

来徐々に現代i舞踊の世界で受け入れ られた こと,ま た照明を重視 した立体

的 ・象徴的なi舞台美術の方法が継承 された ことである。 ドイツでアッピア様

式のi舞台装置 をいち早 く取 り入れたのは,マ ックス ・ラインハル トの次世代

とも言 うべきレオポル ト・イェスナーであ,彼 もヘレラウ 爪巡礼者"の 一人

イ ェスナ ー によ る 《リチ ャー

ド三世 》の 舞台(1920)

53『 作 曲家 ・リ トミ ッ ク創 始 者 エ ミ ー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロー ズ 』
,p.89.
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であった54。イェスナーと舞台装置家のエ ミール・ピルヒェンは,1919年 のシ

ラー劇場 における 《ヴィルヘルム ・テル》や 《リチャー ド三世》において,

装飾を排 して階段 を活用 した 〈イェスナー階段〉 と呼ぼれるスタイル を確立

する55。観客の想像力を最大限に引き出そうとする簡素な舞台装置はアッピ

アと同時にイギリスのゴー ドン ・クレイグ も提唱 した方法であるが,第 二次

世界大戦後,バ イロイ ト祝祭劇場 の総監督 ヴィーラン ト・ヴァーグナーは明

らかにアッピアの理論を受容 し,照明 と美術が融合 した舞台美術を実現 した。

バイロイ トに対する失望が契機 となって始まったアッピアの改革意図がこの

時完遂 された と言 えるか も知れない。

ジュネーヴに戻った後のダルクローズの仕事について本論で触れることは

できないが,ド イツにおける彼の評価に限って言えることは,ド イツでは爪し

ばしば蔑 ろにされている56"と 言われてはいるが実はダルクローズの名を知

る人はその重みをも理解 してお り,し かもヘレラウの再評価が始まって以来

益々多 くその名を知 る努力がなされているということである。

6.ヘ レラウの 日本人

ヘレラウは当然 日本の 黙モダン"に も影響を与 えている。 とりわけ最盛期

のヘレラウと関わ りを持ち,大 きな感化 を受けた日本人 として,伊 藤道郎,

山田耕搾,小 山内薫,斉 藤佳三の名を挙 げることができるだろう。 しかしま

ずダルクローズのリトミックを日本で最初 に応用 したのは 〈自由劇場〉であ

ると言われている。まず1906年,市 川左団次2世 が外遊 した際にロン ドンの

俳優学校で3週 問 リトミックを学び一 恐 らくP.イ ングァムの父親が導入

した授業の一つであったろう一 帰国後1909年 に友人の小山内薫 とく自由劇

54Schneider
,Detlev,GrenzUberschreitungen,in:WernerDurth(Hrsg.),Entwurf

zurModerne,Stuttgart,1996,S.59.

55遠 山 静 雄
,『 ア ドル フ ・ア ピ ア 』,相 模 書 房,1977,p.197.

56ibid
.,p.351.
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場〉を興 してリトミックを俳優の訓練方法 として応用 したらしい57。'当時 はフ

ランスの音楽教育家,フ ランソワ・デルサル ト(FranさoisDelsarte,1811-71)

の 黙身体記号法"も 試みられており,ゴ ー ドン ・クレイグによる舞台美術の

写真集 も出版されるなど,日 本の若 き芸術家の問には貧欲な吸収欲が満ちて

いた。1913年 ドイツを訪れた小山内薫が先に留学 していた斉藤佳三や山田耕

搾を誘ってダルクローズ学院を見学 したのも然るべき事の成 り行 きと言 えよ

う。〈ダルクローズ〉は彼 らにとって,〈 イサ ドラ ・ダンカン〉に次いででは

あるが 〈バレエ ・リュス〉以上に重要な刺激をもた らした。 リ トミックにつ

いて山田 と斉藤はそれぞれ 「現在の新 しい試みの中では最 も舞踊芸術の理想

に近いもの58」,「此処 に成立す るものは純粋なる舞踊 に他ならない59」と記 し,

さらに小 山内 と山田はリ トミックか ら得た洞察 を基に1916年 舞踊家の石井

漠を加えて一種の融合芸術 とも言 うべき 〈舞踊詩〉のジャンルを発表する60。

その 〈舞踊詩〉に衣裳や舞台美術,作 曲の面で協力した斉藤佳三は,服 飾,

ヘ レラ ウの 日本 人,

左 か ら伊 藤,山 田,

斉藤 斉藤佳三の 《リズム模様》2種

57ヘ レン ・コー ル ドウ ェル,『伊 藤 道郎 』早 川書 房,1985,p.174.
58山 田耕 搾

,「舞 踊藝 術 に就 いて」1922,『 山田耕 搾著 作 全集1』 岩波書 店,2001,

P.55.
59斉 藤佳 三 ,「近代 舞踊 と私 の新 作 に就 いて」,『中央 美術』第8巻 第3号,1922年,

『総合芸 術 の夢 斉 藤佳 三展 』
,秋 田市立千 秋 美術館 ・朝 日新 聞社,1990,p.71.
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工芸,イ ンテリア ・デザイン等の広範な分野において活躍 し,日 本装飾美術

のパイオニア的存在 となる。彼が ドイツ留学か ら帰国した翌年 に発案 し,服

飾や工芸デザインに応用 した 《リズム模様》はリトミックにより影響された

彼 の美的思想の表出だ と言われている61。斉藤が図案の考案のみな らず,文 部

省の設置 した 「生活改善同盟」 に参加するな どして 「芸術総合」の夢を描い

ていたのも,ド イツにおける複合的な芸術運動の動向に符号 したもの として

捉 えることができよう62。

また,初 めて世界的評価を受 けた日本人ダンサーとして知 られる伊藤道郎

(1892-1961)は,ヘ レラウで学んだ唯一の東洋人である。伊藤 は1913年,オ

ペ ラ歌手を目指して留学 した先のベル リンで山田耕搾 に舞踊家になることを

勧められ,ダ ルクローズ学校の祝祭週間を見学に行 く。《オルフォイス》の上

演 を見 て 「僕の考えていた動きとリズムのオペラがそこにあった63」と驚 き,

早速入学 して第一次大戦の勃発 までほぼ一年間ヘレラウに滞在 している。脱

出した先のロンドンで困窮していた伊藤をほとん ど一夜 にして一流ダンサー

た らしめたのは,あ るパーティーで踊 った小品,ダ ルクローズ学院の卒業試

験用 に準備 していた創作であった。彼 にとってヘレラウはさなが ら 「天国」

であり,「一生のうちで最 も愉 しく,そ して忘れることの出来ない恵 まれた生

活」だった こと,ザ ルツマンに厚遇 され,唯 一の東洋人故 に 「天才扱いされ

て困った」 ことなどは伊藤の手記に読むことができるが,ト ーマス ・マンの

研究家 として知 られるヘ レラウ育ちのペーター ・ド・メンデルスゾーンがそ

60山 田 は ダ ル ク ロ ー ズ 学 院 に つ い て
,「 そ の 見 学 は,私 に 指 揮 法 に対 す る い い 暗 示

を 与 え た ば か りで な く,そ の 後,石 井 漠 と創 始 し た 「舞 踊 詩 」の 根 底 を な す 力 と

もな っ た 。」と書 い て い る 。(「 若 き 日 の 狂 詩 曲 」,『 山 田 耕 搾 著 作 全 集3』,岩 波 書

店,2001,p.130.
61小 峰 秀 夫

,「 斉 藤 佳 三 」,『 秋 田 美 術 』,秋 田 県 立 美 術 館,1971,p.8.
62長 田eW-一 「斉 藤 佳 三:ド イ ツ 表 現 主 義 建 築 ・夢 の 交 錯 」INAX出 版

,1992,p.28

ff.
63コ ー ル ドウ ェ ル

,ibid.,p.174.
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の回想記中に,「ある若い64日本人ダンサーがその芸術で もってヘレラウ中を

魅了 した65」と書いているのは興味深い。伊藤の弟子ヘ レン・コール ドウェル

による伊藤道郎舞踊団のi舞台美術の記録 を見ると,音 楽劇 〈オーケス トラ ・

ドラマ〉の創作や折 り畳み式スクリーンと投光照明を使 った舞台美術等に,

ダルクローズの理念 とザルツマンの技法の影響を見 ることができる。また,

実現しなかった とは言え,彼が1917年 頃から瀬戸内海の小島にヘ レラウの学

院のような芸術 センターを作 りたい と考えていた ことも知 られている。

ダルクローズのリトミックが 日本の舞台芸術 に与えた影響は専 らヘレラウ

から発 しているが,〈 自由劇場〉以降 もしばらく日本の劇団によって用いられ

ていた リトミックによる俳優の基礎訓練は戦後下火にな り,現 在幼児の音楽

教育の方法 としてリトミックが評価 されているのは「トモエ学園66」を創設 し

た小林宗作がパ リで学習してきた成果である。

7.祝 祭の終焉

ダルクローズの伝記作者ベル ヒトル ドは,ヘ レラウの学院が 「お伽噺のよ

ダ ル ク ロ ー ズ と ヴ ォ ル フ ・

ドー ル ン(1911)

64別 の箇 所S .10.で は 「あ る 小 柄 な 日本 人 ダ ン サ ー 」 とな っ て い る。

65DeMendelssohn
,Peter,Hellerau:MeinUnverlierbaresEuropa,Dresden,

1993,S.52.
66「 トモ エ 」 は ダ ル ク ロ ー ズ学 院 の 校 章 に倣 っ た もの で あ る

。
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うに始 まり,悲 劇的に終わった67」と記しているが,確 かに1914年 以降のヘ

レ■ラウに関する記録 を読むと,14力 国から500人 もの若者が集い,そ の活発

な活動の賑わいで注 目を集めていた快適な学院が校舎のみを残 して雲散霧消

してしまったかのような印象を受ける。まず1914年 初頭,校 長の死 という不

幸が学院 を襲 う。 まだ37歳 だったヴォルフ・ドールンがスキー休暇中のアル

プス山中で滑落死 したのである。次いで世界大戦の暗雲がヘ レラウを覆い始

める。実 は上述の伊藤道郎に関するメンデルスゾーンの記録には次のような

続 きがある。「ある若い日本人ダンサーが,彼 はその芸術で もってヘレラウ中

を魅了 したが,あ る日しゃくりあげなが ら父のもとへやってきて助 けを請 う

た。わけもな くしたたかに徹底的に殴 られた というのだ。」メンデルスゾーン

の父親はヘレラウの芸術家コロニーの中心的人物であったが,数 日後には彼

自身,偽 装 したロシアのスパイでありア トリエで爆弾を作っているという嫌

疑 をかけられて数 日間拘禁されてしまう。 日本 もロシア もドイツの敵国にな

ろうとしていた。するとダルクローズがジュネーヴでの祭典に呼ぼれて帰国

している間に世界大戦が勃発 し,開校 してからまだ4年 も経ていない〈ジャッ

ク=ダ ルクローズ教育施設〉は閉鎖されて赤十字の衛戌病院 となる。終戦後

もダルクローズを欠いた学院の継続は困難で,か つて5000人 もの訪問客 を集

めた祝祭週間がまるで一夜の夢であったかのように学院は次第 にその存在 を

忘れ られてい く。忘れなかった者は,上 記のような外的要因こそがヘ レラウ

の不幸であった として学院の悲劇的な消滅 を嘆いただろう。 しかし仮に存続

が可能だった としても,ま たインフレ期 に規模の縮小を余儀な くされたにせ

よ,ヘ レラウのリトミック教育が果た してその後健全に発展 し得たか どうか

は疑わ しい と言わざるを得ない。

リトミックは 〈リズムのルネサンス〉 とも呼ばれ,音 楽に感応 して生の機

能全体 を調和させる力は自然な身体の能力であり,ギ リシャ時代 には自覚さ

67『 作 曲 家 ・リ ト ミ ッ ク 創 始 者 エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク=ダ ル ク ロ ー ズ 』
,p.77.



モダニズムが夢見たユー トピア:ド イツ田園都市建設 の歴史⑤ 151

れていた と考えられていた。この自然な身体の力に対する ドイツ人の憧憬 は

エル ンス ト・ヘッケル らのダーウィニス トによって刺激された自然な肉体の

進化に対する希求 と通底するものがあった。イサ ドラ ・ダンカンを最 も讃美

し,ダ ルクローズを最 も必要 とした ドイツでは,ヘ レラウが目指 していた〈新

しい人間〉の育成 と 〈民衆の活力の総合〉は,言 わば 〈進化 した民族の祭典〉

へ と発展する危険性 を秘めていた。一方,出 発点においては社会主義的ユー

トピス トであったヘレラウの知識人達が ドイツ革命時にレーテ闘争に参加 し

た ことも言わば自然の成 り行 きであり,ヘ レラウはヴァイマール期に入 ると

共同体内に台頭 してきた民族主義的分子 と社会主義者 との問の摩擦に悩 まさ

れることになる。「労働者の子供達」も 「インターナショナル」も共産主義の

用語 として糾弾され,多 くがユダヤ人であったユー トピス ト達が結局ヘレラ

ウを去 ることになる。第一次大戦後何度 も住人が代わった祝祭劇場 は1934年

国に売却 され,兵 舎 を兼ねた警察学校の体育館 となるが,仮 にダルクローズ

学校が存続 した として も,1936年 に開催 されたオ リンピック・スタジアム完

成記念の集団舞踊 に貢献 しなかった ろう とは言えないのである。貢献 しな

かった とすれば,ダ ルクローズもラバ ンのように亡命を余儀な くされていた

ことだろう。 しかしダルクローズ学校はそのような何 らかの変質や操作 を被

る以前に消失してしまい,ド イツ再統一 まで曖昧な記憶の中に置かれる。統

一の後に祝祭劇場が共同体に返還され,以 降 ドイツの身体文化が記憶する最

良の夢の一つ として甘美な郷愁 と共同体再生への希望を与える存在 となった

のである。

ヘレラウの歴史 を語る際 に忘却されてはならない第一次大戦後の田園都市

の苦難については,次 稿にて紹介するつもりである。
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EineUtopiederModerne:DasPhanomen

GartenstadtinDeutschland(5)

DerH6hepunktderGartenstadtHellerau

MiyukiSOEJIMA

AufdieFrage,warumHellerau,dieersteGartenstadtDeutsch-

lands,inunseremGedachtnisbehaltenwerdensollte,k6nntemaneinige

GrUndenennen.HierwerdendreiGesichtspunktezumVerstehendes

PhanomensGartenstadtinDeutschlandgenannt.

Zuerstmussverstandenwerden,dassdieGartenstadtnichteine

Siedlunginlandlicher・Gegendbedeutet,sondernalseinGesamtpaketder

Lebensreformbewegungenkonzipiertwurde,wobeidieMissstandedes

IndustriezeitaltersUberwundenwerdensollten.He11eraugingaberUber

diesesKonzepthinaus,indemsiedieMusik,genauergesagtdieRhyth-

mischeGymnastikvomGenferMusikpadagogenEmilJaques-Dalcroze,

alsGrundelementderErziehungderBewohnerindenMittelpunktstellte

unddadurchnacheinerkdrperlichundgeistigharmonisierterenund

gesUnderenAusbildungderMenschenstrebte.DortistnachdenWorten

PaulClaudelsein》1aboratoired'unehumanit6nouvelle《-eineWerkstatt

einerneuenHumanitat-inErscheinunggetreten.Esistdeshalb,dass

Helleraudamalsals,,AvantgardedesWohnens"oder。dieZukunftim

Jetzt``bezeichnetwurde.

ZweitenswarauchderarchitektonischsichtbareAusdruckder

GemeindeimWilhelminischenZeitalterbeispiellos.DieBegrUnder

HellerausmitihremReformvorhabenbewirkten,dassbeimHaus-und

Stadtebauinhygienischer,sozialerundkUnstlerischerHinsichteine

einheitlicheBaugesinnungentstand.DerSchweizerArchitektC.le
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Corbusierschrieb1912UberHellerau:dieStadtsei,,diegUnstigste の
Voraussetzung"von"Gesamtkunstwerken"unddasFestspielhausder

BildungsanstaltfUrRhythmik-dasWahrzeichenHelleraus-werde。ein

MeilensteininderkUnstlerischenEntwicklungderEpoche".

ZumdrittensollteinErwagunggezogenwerden,wasfUrEinflUsse

dieDalcrozescheRhythmikundderenPrasentationenbeidenHellerauer

FestspielenaufdiegesamteTanz-undTheaterszenedes20.Jahrhunderts

ausUbten.DieGartenstadtHellerauerreichte1913ihrenH6hepunkt,als

dieBildungsanstaltdieFestspielefeierteunddabeiOpern-,Theater-und

TanzstUckeauffUhrte.Besonderserwahnenswertwarendieexperi-

mentellenAuffUhrungenvonC.W.GlucksOper》OrpheusundEurydike《

undPaulClaudelsB廿hnenstUck》MariaVerkUndigung《,zudenenUber

50001nteressiertesichausganzEuropadrangtenundmansagte="die

WeltblicktnachHellerau".UnterdenangereistenGastensindnur

auszugsweiseS.Stanislawski,1.Strawinsky,S.Diaghilev,W.Nijinski,

MaxReinhardt,H.vonHoffmanstahl,StefanZweig,MartinBuber,R.M.

Rilke,H.VandeVelde,E.Ansermet,UptonSinclairundG.B.Showzu

nennen.AufsehenerregendwardasganzeBUhnenschaffen,dasdas

ErgebnisderZusammenarbeitvonvierKUnstlernwar,d.h.H.Tessenow,

derdenasketischschdnenTheatersaalentwarf,derSchweizerBUhnen-

bildnerAdolpheAppia,derdurchschlichtenBUhnenraummitWUrfeln

undStufenAbschiedvomNaturalismusnahm,dieLichtregievonA.von

SalzmannausGeorgien,dernurmitVorhangenundBeleuchtungein-

drucksvolleWirkungerzielte,undderChoreographJaques-Dalcroze.

DieinternationaleAusstrahlungdesEreignis》Hellerau《imBereichder

BtthnenkunstwarsehrgroBundihreEinf1廿sseIassensichaufmehreren

Ebenenerwahnen:AngefangenmitdemEinflussderDalcrozescherl

RhythmikaufdasRussischeBallett,dasbeimberU㎞ten》Sacredu
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Printemps《alsMitchoreographineineHelleraulehrerinMaryRambert

engagierte,diespaterdas》BritishBallet《inLondonbegrUndete.Auf

denAusdruckstanzDeutschlands,dessenberUhmtesteTanzerinMary

WigmanPrachtschUlerinvonHellerauwar.MichioItoh,dererste

JapanischeTanzer,derinternationaleAnerkennungfand,wardereinzige

asiatischeSchUlerHelleraus.DieTheoriederRhythmikbereichertedie

IdeenderK6rperschulungfUrSchauspieler,Opernsanger,Musik-und

GymnasialpadagogensowohlindendeutschsprachigenLandernalsauch

inEngland,RusslandundJapar1.DieSchlichtheitdesHellerauerThea-

tersbeeinflussteweiterhindasBallettkostUmunddenBUhnenraum,die

durchderenneutraleFunktionalitataufdieVorstellungskraftdesZu-

schauerszielten.

DerfrtiheToddesSchuldirektorsundderkurzdanachbeginnende

ErsteWeltkriegsetztenderGeschichtederDalcroze-Schuleeinabruptes

EndeundderNamederGartenstadtgerietinVergessenheit.Aberdas

weitereBestrebenHellerausum"eineneueHumanitat"solltenochweiter

erforschtundvordemVergessenwerdenbewahrtwerden.


